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学位論文審査結果の要旨
本学位論文に関して、平成１８年２月ｇ曰に開かれた審査委員会の結果、下記のように
判定した。
本論文では､四面体型のバナジン酸陰イオンを用いて､一連のバナジウム４員環、６員環、
Ｓ員環、１０員環を持つ酸化物大環状配位子を用いた金属無機錯体の開拓に成功している｡
通常、マクロサイクル型配位子は有機分子であるが、完全無機オキソ配位子の錯体化学を
創りだし、磁性、伝尊性、触媒能などの基本物性が期待できる酸化物分子合成の基礎を築
いた。クラウンエーテル型の無機環状バナジウム配位子を用いてコバルト、ニッケル、銅、
亜鉛、パラジウムの錯形成を試み、全く新しい環状錯体の配位形態を明らかにした。これ
らの環状金属無機錯体は、さらに大きな半球状や球状の酸化物ホスト分子合成の出発点と
なることをも見いだした。環状錯体の金属テンプレートを脱テンプレート反応により取り
除き、陰イオンをゲストとして共存させると、陰イオンを取り込んだかご状のドデカバナ
デートを形成し、安定な半球状構造が溶液内で保たれていることを示した。また、このド
デカバナデートユニツトをルイス酸により縮合することで球状テトラデカパナデートヘと
導くことができ、酸化物骨格を環状から半球状、球状に変換することに成功した。
本研究により大環状バナジウム酸化物配位子を用いた無機錯体の化学を新しく開拓し、
酸化物分子を自在に合成するための基礎を確立したので博士（理学）論文に値すると判定
した。
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